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近年 ､輸 入野菜や果物 の影響 によ り国内の
販売価 格が全体的 に低下 して いる｡ この影響
は一部 の農産物で は深刻で あ り､採算が合わ
ないため に離農す る場合 も増えて いる とい う｡
そ う した状 況 の中で､いち ご生産 は生産量､
販売額 ともに増加 を続 けてお り､他 の作物 と
は異な った 印象 を受 ける｡ また産地別 に見 て
み る と本来 ､稲作地帯 で あるはず の栃木県 が
長年､生産 量､販売金額 とも トップで あ り､
日本一 のいち ご産地 の座 を維持 して いる｡ こ
れは どうい うことなのだろうか｡
筆者 は以下で､ まず 日本 のいち ご生産 の特
徴 につ いて述べ､そ の中でなぜ いち ご生産が
勉 の作物 と違 って生産量や販売額 を維持で き
るのか につ いて考 えて生 きた い と思 う｡次 に
栃木県 のいち ご生産 の歴史な どを参考 にしな
が ら､現在 の栃木県 のいち ご生産 の特徴つ い
て述べ ､なぜ栃木県 に これ ほ どまで にいち ご
生産 が根付 き､ 日本一のいち ご産地 と して あ
り続 けて い るのか につ いて考 えて生 きたい と
思 う｡
第1章 いちご生産の歴史
第 1節 世 界のいちご生産の歴史 -
いち ごが食べ られ るよ うにな った のは石津
時代か らと言われてお り､ ヨー ロッパ の遺跡
か ら種子 が 出土 して いる｡石器 時代 には人 々
は､木 の実 な どと共 に野生のいち ごを採 って
いた と考 え られ る｡ また この頃 は､現在 のよ
うにいち ごの実のみ を食べ るのではな く､葉
っぱや茎 ､根な ども薬 として利用 していた｡
そ の後 フランスやベルギーな どで ､野生の
いち ごを持 ち帰 り畑 で栽培 して いた という記
録 もあるが､いち ごが本格的 に作物 として栽
培 され始 めたのは､約 200年前か らで ある｡
北米バー ジニア州原産 の F.バー ジニ アと南
米チ リの太平洋岸 を産地 とす るF.テ ロエ ン
シスの 2種類の野生いち ごが別 々のルー トで
ヨー ロッパ に伝 え られ､17世紀 中 ごろにこれ
らを交配 して栽培種 の原型が生 まれたO この
2種 の交配 によ り野 生 のいち ごに比べて実 の
大 きさは 10倍 にな り､食味 も飛躍的 に向上 し
た｡そ の後､イギ リスや フランス､オ ランダ
な どで引き続 き品種改 良が行われ､18世紀 に
オ ランダでス トロベ リー と呼 ばれ る品種が誕
生 した｡現在 ､栽培 されて いるいち ごはほ と
ん どがス トロペ リ- を改 良 した もので ある｡
18世紀後半 にはいち ごの栽培 はアメ リカな ど
全世界 に広が って いった｡ こうして いち ごは
世界 中の国々で食べ られ よ うにな ったので あ
る｡
第 2節 日本のいちご生産の歴史
日本で も､すで に平安時代 には野生種の野
いち ごが食べ られてお り､枕草子 にもそのよ
うに記 されて いる｡ 日本 に初 めて栽培種のい
ち ごが伝 え られ た の は ､江 戸 時代 の末 期 の
1828年の ことで あ り､当時唯一の開港地で あ
っ た 長 崎 に オ ラ ン ダ か ら伝 え られ た た め ､
｢和蘭葦｣ と呼 ばれ た｡ しか し､いち ごの色
が血 の色 を連想 させ るため に､観賞用程度 に
しか普及 しなか ったよ うで あるO
日本で本格的な いち ごの栽培 が始 まったの
は､明治時代 にな ってか らで あるo明治 にな
ると生果用 として の栽培法が確立 し､ さ らに
フランス､イギ リス､アメ リカか ら導入 され
た品種 の改良が続 け られた｡1899年 には福羽
逸 人博士が新宿御苑 で フランスか ら導入 した
品種 を改良 して栽培 に成功 し､ 日本初 のオ リ
ジナル品種 ｢福羽｣が完成 して いるO明治 20
年代か らは産地 は静 岡県 な ど温暖地 の都市近
郊 に形成 され､30年代 にはすで に初夏の果物
として流通 して い る｡ いち ご生産は発展 を続
け､昭和 10年前後 に戦前期ではその生産が全
国的 にもっ とも盛 ん にな ったが ､戦争 の激化
に伴 いいち ごはメ ロン､西瓜 な どと共 に不要
作物 とされて作付 け制限又 は禁止 とな り､戦
後 の復興期 までそ の栽培 は中断 され た｡
戦後 の 日本 にお けるいち ごの栽培 では､一
つの品種が導入 ｡育成 され る とともに､それ
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に対 応 す る一 つ の作型 が組 み 合 わ され て きた
といえ るO昭和 30年代 には ｢ダナ 一種｣の導入
に よ って 半 促成栽培が 盛 ん にな り､昭和 40年
代 には ｢宝交 早 生｣が育 成 され ､ 生育 調整 技術
の 開発 とあ い まって ､促 成栽 培 が確 立 ･普 及
した｡1960年代 まで は春 に食 べ る季 節 の果実
で あ った が ､ ダナ-宝 交 早 生 と共 に周 年栽培
が 可能 にな り､ いち ごは大 衆 果 実 と して広 が
って い った ｡ この よ うな技 術 革 新 の結果 ､第
2次 世 界大 戦後 ､ゼ ロか ら出発 した いち ご生
産 は､特 に ビニール フィル ム が 農 業 に導入 さ
れ た 1953年 頃か ら急 速 に増 加 して ､1973年
には産 出量 が 18万 七に達 した｡ 1987年 ごろ
には 21万 七の ピー ク に達 し､世 界有数 の いち
ご生産 ･消 費 国 に成長 した ｡ そ の後 ､ しば ら
く横 ば い状 態 を維持 して きた が ､近 年 やや低
落 傾 向 を示 す よ うにな って い る｡
中心 的 な産地 を見 る と､ 明治 時 代 中期 か ら
静 岡県 久 能 山東 照宮 のふ も とで 福 羽 を用 いて
石 垣 いち ごが栽培 され て いた O そ の後 ､埼 玉
で の 山上 げ いち ごの時 代 を経 て ､現在 は栃 木
県 や 福 岡県 に生産 の 中心 を移 して い る｡
第2章 日本のいちご生産の特徴 2
前 車 で見 た よ うに 日本 の い ち ご生産 の歴史
はそ れ ほ ど古 い もので はな く､ 明治 時代 にな
って か ら外 国 の品種や 栽培 方 法 を元 に して確
立 され た もので あ る｡ しか しな が ら､現在 の
日本 の いち ご生産 は外 国 の もの と大 き く真な
って もの とな って い る｡ 以 下 で は外 国 の いち
ご生産 と比較 しなが ら､ 日本 の いち ご生産 の
特 徴 につ いて記 して いきた い｡
(1)生産 量 ･単位面 積 あた りの収 量 の違 い8
表 1で示 した世界 の いち ご生産統 計 (1998
年 FAO) による と､ ア メ リカ が 断 然 トップの
76万 6,000tで ､スペ イ ンの 31万 5,000tに
つ いで ､ 日本 は 3位 ､19万 8,000tの生産 国
とな って い る｡ また単 位 面 積 あた りの収量 を
見 る と 10aあた りア メ リカ ､ス ペイ ンが 3.8t
で あ るの に対 して 日本 は 2.5tで あ る｡日本 は
外 国 と比べ て生産 量 だ けで な く､単位 面積 あ
た りの収量 も少な い｡ この差 は どこか ら生 じ
るので あ ろ うか｡
生産 量 が真 な る理 由 と して ､ まず 最 初 に考
え られ るの は､栽培 規模 の違 いで あ ろ う｡家
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族経営 の多 い 日本 は平均 20aで あ る の に対 し､
ア メ リカ (カル フ ォル ニア) で は平 均 25ha､
ス ペイ ンは 2-3ha と 日奉 に比べ て規模 がか
な り大 き い｡ また 日本 は光 線 の弱 い ､本来な
らば いち ごが休 眠 す る不適 環 境 の冬 季 に栽培
して い るが ､ ア メ リカで は産 地 が季 節 を追 っ
て南部 か ら北部 へ と移 動す る､ いわ ゆ る適地
適 作 の持 続 的 な い ち ご栽培 を行 って い る こと
も生産 量 の違 いの一 つ の要 因 と考 え られ る｡
表1 いちご主要生産国の生産量と単位当り収量



















































資料 :松田照男 『イチゴ -歩先を行く栽培と経営』
全国農業改良普及員会､2000年より作成
単 位 面 積 あた りの収 量 の違 いの要 因 につ い
て考 えて み る と､ 日本 とア メ リカ で は栽培 し
て い る品種 と栽 培 方 法 も異 な る ことが挙 げ ら
れ るだ ろ うO 日本 は と`ちお とめ '､ あ` まお
う'､ と` よ のか 'を使 って のハ ウス栽培 で ､
10aあた り約 8,000本 植 えてお り､ 収穫 機 間
は 12-5月の約 6ケ 月間で､1株 あた り収量
は約 310g(約 1パ ック)で あ る｡ア メ リカは
品種 が チ` ャ ン ドラー 'や カ` マ ロ ッサ 'な
どで栽植 本 数 は 10aあた り4,000-5,000本 の
露地栽培 ､収穫 期 間 は 2-6月の約 5ケ 月間で､
1株 あた りの収 量 は約 840gで ある｡スペイ ン
は現在 ほ とん どが ア メ リカ の カ` マ ロ ッサ '
で ､ ア メ リカ と同様 の栽植 本 数 で あ る｡ た だ
し､パイ プハ ウス栽 培 を行 ってお り､収穫期
問が 1-6月の 6ケ 月間で､1株 あた りの収量
はアメ リカ と同量 の約 840gで あ る.1株 あた
りの収量 が違 うの は ア メ リカ ､スペ イ ンの品
種 は大黒 で 1果重 30-40gで あ るの に対 し､
日本 の品種 の 1果 重 は約 2分 の 1の 14-15g
だか らで あ る｡ また ア メ リカ の品種 は 日本 の






収量(i/tod) 3,8 3.8 2.5
農家あたりの平均栽培規模 25ha 2-aha 20a
10aあたり本数 4000-5000本 8000本
1株の収量 840g 840g 310g
1果重 30-40g 14-15g
資料 松田照男 Fイチゴ -歩先を行く栽培と経営j
全国農業改良普及員会､2000年より作成
このよ うにアメ リカ､スペイ ンでは大異品
種 を疎楯 に して大規 模栽培 を して いるので､
生産性が高 く単位 面積 あた り収量が大 き くな
るのである｡
(2)生産 形態の違 い4
ア メ リカ と日本で は､ いち ご生産 にお ける
生産形態 も真な って いる｡
日本のいち ご生産 は家族経営 が多 く､その
作業 のほとん どの工程 は手作業であ り､ほぼ
一貫 して生産者 によ って行われて いる｡ また
全 労働時 間 の 59% を収穫 お よび 出荷調整が
占めているのが特徴 である｡
一方､ア メ リカは栽 培規模が大 きい ことも
あって会社 経営 にな って いる ものが多 い｡育
苗 と栽培が分業化 してお り､栽培 も定植 ､施
肥 ｡港水管理 ､病害 虫防除な ど作業 によって
は専門の業者 が行 って いる｡収穫が手間を要
す るのはア メ リカで も変わ らな いが､何十人
もの外国人 の摘み取 り入 を安 い貸金で雇 い､
歩合制に して収穫期 間 中ず っ と摘み取 りを行
わせている ところに違 いが ある｡ また､収穫
後 について も予冷や輸送 を大規模な装置や機
械 を駆使 して行 って いる｡
(3)販売形態の違 い5
アメ リカ と日本で は販 売形態 も大 きく異な
っている｡
日本の場合 はパ ック詰 め して 出荷 され､流
通 ･販売 され るのに対 して､ アメ リカの場合
は品種 に果 皮､果 肉 ともに硬 い とい う特徴が
あるためにパ ック詰 め して 出荷 され るという
ことはほとん どない｡ いち ごはスーパーな ど
で山積み に して売 られてお り､消費者が 自分
で必要なだ け手 に とって紙袋 に入れ､秤 に乗
せて買って 帰 るとい う量 り売 りが行われてい
る｡
(4) いち ご価格 の違 い
いち ごの単価 (1995年 FAO統 計､1kgあ
た り円) を見 る と､アメ リカ 126円､スペイ
ン 100円に対 し､ 日本 は 1,044円 とな って い
る｡2位 のブル ガ リアで も 592円で あ り､ 日
本 人は他 の国 をは るか に凌 ぐ世界一高 いいち
ごを食べて いる ことになる60この単価 の違 い
の大 きな要 因 と しては 3つ考 える ことがで き
るOつ ま り外 国 と比べて経営規模が小 さい こ
と､単位面積 あた りの収量が低 い こと､機械
化や分業化 が行われて いな いた めに人件費が
高い ことで ある｡
外 国 と比べて経営規模が小 さい ことは他 の
作物 につ いて も見 られ る傾 向で あるが､なぜ
いち ご生産 の場合 は収量の増加や近代的な生
産様式 の導入がで きないので あろうか｡そ の
謎 を解 く大 きな羊 がか りとな るのは､外国 と
日本で栽培 されて いる品種 の違 いで あろう｡
前述 した よ うに､ アメ リカ､スペイ ンで栽培
されて いる品種 の チ` ャン ドラー 'や カ` マ
ロ ツサ 'は大栗で 1果重 30-40gで あるのに
対 し､ 日本 の栽培 品種 の と`ちお とめ '､ あ`
まお う'､ と`よのか 'は 1果重 は約 2分の 1
の 14-15gで ある7｡この果実 の大 きさが収量
の違 いの大 きな要 因 となって い る｡ また､ ア
メ リカや スペイ ンの品種 は果 皮 ､果 肉 ともに
硬 い とい う特徴 を もつ｡それ に比べて､ 日本
で栽培 されて いる品種 は果皮 ､果 肉 ともに柔
らか い.そ して､ アメ リカや スペイ ンの栽培
品種 の果皮 ､果 肉の硬 さが 出荷段階での機械
化や輸送時 の梱包 の簡略化 をもた らして いる
ので ある｡
(5)なぜ外国とは違う品種を生産しているのか
このよ うに見 てみると､外 国 と日本 のいち
ご生産 の違 いは栽培規模や労働形態 もさる こ
となが ら､品種の違 いによる ところが大 き く､
日本で もア メ リカ ､スペイ ンのよ うな扱 いや
す く､そ の結果 ､販売価格 を低 くす る ことの
で きる品種 を導入 したほ うが いいので はな い
か とい う気 が して くる｡
では､実 際の国 内での輸入 いち ごと国産 い
ち ごの流通状況 を見てみよ う｡表 3､衰 4で
示 したよ うに 日本 国内で流通 しているのは､
ほ とん どが ｢国産 いち ご｣で あ り､国産 に比べ
て低価 格 の主 にア メ リカ を中心 とした ｢輸入
いち ご｣ は国内の いち ごの出荷 がほ とん どな
くな る 6-11月期 に､業務用 としてわずか に
25
資 本 と 地 域
用 い られて いる程度 である｡ しか しなが ら､
販売価格 を見てみ る と蓑 5で示 したよ うに､
束京市場 にお ける 1kgあた りの販売額は輸入
いち ごのほ うが国産 いち ごに比べてはるか に
安 い｡
このよ うに､価格 面で有利 にあるはず の輸
入 いち ごが受 け入 れ られな い最大 の理 由は食
味 にある｡ アメ リカな どで作 られた いち ごは
日本 の もの と比べて酸 味が強 く､甘 味が少な
いので ある｡ また品種 の違 いで示 したように
果皮､果 肉の硬 さ も問題 とな る｡つ ま り､輸
入 いち ごは 日本 人 の普段食べているいち ごと
は食味 とい う点で全 く別 の ものなので ある.
また､輸入 いち ごの果実 の大 きさが見 た 目の
美 しさを損 な い､消 費者 に敬遠 されがちであ
る とい う面 もあるoそれ ゆえ､輸入 いち ごは
浸透せず ､国産 いち ごの出荷がな くな る時期
に業務用 として用 い られ るにと どまっている
のである｡
外国の もの と比べて収量が少な く傷つ きや
す いため に､作 業 の機械化 が 困難で あ り､パ
ック詰 めに時 間のかか る品種が 日本 で生産 さ
れている理 由は､ こうした特長 をもった品種
が国内で売れ るいち ごで あるか らだ といえる｡
また歴史的 に 日本 にお いて は果皮 ､果 肉が薄




0 50000 1OOOOO 150000 200000
出荷畳(i)
資料 :大蔵省 『日本貿易月報』より作成
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このよ うに外 国の品種 とは違 う､ 国内のニ
ーズ に適 した品種 を栽培 してnる というのが ､
日本 と外国のいち ご生産 の経営形態 ､販売形
態 ､価格な どの面 にお ける様 々な違 いを生 じ
させて いる要 因で あると考 え られ る｡ また外
国 と日本で生産 して いるいち ごが違 うとい う
ことが外国産地 との競争 を避 け､国 内いち ご
価格 を安定 させ るので､ いち ご栽培 が多 くの
農家 に とって魅 力的な もの にな って いる理 由
の一つ と考 え られ る｡ いち ご市場 は 国内の需
要 を国内の供給で まかな うとい う､特徴的な
市場形態な って いるのである｡
第3葦 栃木県のいちご生産
前章で栽培 品種 の違 いか ら日本 の いち ご生
産 は外 国のいち ご生産 と大 き く真な り､ 日本
の市場で流通 して いるいち ごのほ とん どが 日
本で生産 された もので ある ことを示 した｡そ
こで国内のいち ご生産 に目を向 けて みよ う｡
表 6に示 したよ うに､平成 16年度 の いち ごの
作付面積､生産量 ､出荷量 の一位 は栃木県 で
あ り､二位が福 岡県 ､三位 が熊本県 ､そ の後
に佐賀県 ､長崎県 ､静 岡県 ､愛知県 とな って
いる｡ 日本全国の いち ご作付面積 の 中に占め
衷42000年度産の翰入異議の内訳･月別簸入英譲
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表5 東京苛中央卸売市場における2001年度産いちごの月別販売経過
単位 :円戊g
つo月い 絹 _｣車 1月 2月 3月 4月 5月 6月
栃木県産 4,845 2,327 1.669 一.367｢ lio占~ 921 749｢ 689 523
国産平均 2.305 2.824 一,618 一,423 一,199 948 812 788 9_63
韓国 ㌻ 506 82ー 814 720 597
アメリカ 1,225 一,269 965 609 一,ー54 1.287
ニュー ジーランド I.249 958 1,696 ｢~
オ∵ストラリア 1.116




る割合 は､栃 木県が 16%､福岡県が 12%､熊
本県が 9%とな って いる｡ ここで注 目した い
のは､栃 木県 が いち ご生産 の 日本一である こ
とであ る｡ 静 岡県 は明治時代か ら産地で あっ
たよ うに歴 史的 にいち ご生産 の盛んな地域 で
あった し､ 九州地方 は野菜や畜産な ど稲作以
外 の生産 に力 を入れ て いる地域 である｡それ
に比べて､栃 木県 は戦前 までは主要ないち ご
産地で はなか ったOまた平成 10年度 の耕作面
積 につ いて見 てみ る と､ 田畑 の耕作面積 に占
める田の割 合が全 国平均 の 54.6%を大 きく上
回る 78.6%とな ってお り稲作 中心の県である
といえる80では､なぜ栃木県で いち ご生産が
盛ん に行わ れて いるのか｡ この章で は この こ
とにつ いて 調べて い こうと思 う｡
表6 国内いちご産地の比較
単位 :h･a,kg, トン
作付面積 10aあたり収穫量 生産量 出荷数量
栃木 579 3921 22700 22700
福岡 421.4 3429 14450 14450
熊本 336 3482 日700 10341
佐賀 297.7 3550 10568 10065
長崎 272.1 3977 10821 0ー821
静岡 237.6 3032 7212 6820
愛知 190.7 4939 9646 8098
資料 :｢平成 16年9月全農園芸販売部資料｣より作成
第 1節 現 在の栃木 県のいちご生産
担 い手 は 60代前後 の人 々を中心 とした家
族経営 の形 態が主体 で あ り､一戸 の栽培面積
は平均 25aである｡県 内のいち ご農家数 は約
2,300で あ る9｡現在 の作型は全て促成栽培 で
あ り､出荷 時期 を早 め るために各種 の青首法
が行われて お り､11月か ら 5月まで に出荷が
行われて い る｡栽培 品種 は平成 7年か ら導入
された とちお とめが 中心 とな ってお り､平成
17年度 の予想では栃 木県全体での栽培品種 の
99%を占めている 10｡主な出荷先は京浜地区 を
中心 と した 関東地方 の卸売市場であ り､東北
地方 ､ 甲信 地方 の卸 売市場 にもわずかなが ら
出荷 して い るO平成 16年度 の販売額 を見 ると､
関東地方へ の販 売が全体 の 82%､東北地方が
14%､ 甲信 越地方が 4%とな っている｡ また
系統出荷が 主体 とな ってお り､平成 13年度で
は全体 の 99%を系統 出荷が 占めているIio
第 2節 栃 木県のいちご生産の歴史
まず ､栽 培面積 の変遷 を見て いきたいと思
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う｡栃木県 で いち ごの生産 が行 わ れ るよ うに
な ったのは明治 40年代頃か らで ある と考 え
られ､ いち ごの作付 けにつ いて は大正時代 に
な って初めて 3.6反の記載 が見 られ る｡以後､
昭和 17年 までの間は､年 によ る変動 は大 きい
が､ いち ご作付 けは 0.9町か ら 7.4町の範囲
で推移 して いた｡農林省 の昭和 9年 の調査 に
よる と関東各府県 のいち ご面積 は茨 城 160､
神奈川 96､千葉 69､東京 25､群 馬 15､埼玉
11､栃木 8haとなってお り､ この頃､栃木県
は関東地方 の 中で さえ､いち ごの産地 とは言
いがた い状況で あった｡そ の後 ､第 2次世界
大戦 の激化 に伴 って ､いち ごは不 要作物 とさ
れて作付 け制限 また は禁止 とな り､戦後 の復
興期 まで栽培が 中断 された 12｡ 昭和 25年頃か
ら再 開された栃木県 のいち ごの栽培 は､昭和
30年前後か ら生産が拡大 され ､昭和 47年 に
は栽培者約 8,000名､栽培 面積 1,200haに達
し､日本一のいち ご生産県 とな った i3C 近年の
栽培面積 は平成 12年度が 573ha､平成 14年
度が 609ba､平成 15年度が 616baとな ってお
り､昭和 47年の ピー ク時 に比べて栽培面積 は
縮小 して いるが､微増傾向 にある 14｡また､依
然 として栽培面積 は 日本一で あるo
生産地 の移 り変わ りを見 て み る と佐 野 ･足
利方面か ら鹿 沼 ･西方そ して ､現在 は真岡 ･
二宮方面へ と地域が変動 して い る｡現在 の県
の主要産地 は､地域別で は芳賀 地方 が最 も大
き く､次 いで下都賀 ､上都賀 ､安足 ､河内の
各地域 の順 にな って いる｡市 町村別 では二宮
町が県 内最大 の産地で栽培 面積 で は県全体 の
約 19%を占めて いる｡他 には鹿 沼市､真岡市､
壬生町な どで生産が盛んで あ る｡
主な栽培 品種 を見 ると､大 まか にダナ一一か
ら宝交早生､麓紅 ､女峰 ､ とちお とめ という
よ うに変遷 して いるO
第 3節 栃木県にいちご生産 の広 まった理 由15
では何故､戦前 はいち ごの産 地でなか った
栃木県が 日本一 の生産量 をほ こるほ どにいち
ご栽培 が盛 ん にな ったので あ ろ うか｡その理
由 として 5つ の ことが考 え られ る｡
一つ 目は､栃木県 の気候 が いち ごの栽培 に
適 して いた とい うことで あ るO本来 ､ いち ご
は冬場 に一度休 眠 し､休眠 か らさめた後 に一
定量の温度が蓄積 され る ことによって春 に実
をつ けるもので あるが､戦後 の技術 開発の結
果 としてその出荷時期が年 々早 まってきた｡
資 本 と 地 域 第 2号 (2005年 10月)
表7 年次別生産と販売状況 単位 :ha､t､方円､千円
年次 作付面積 収穫量 販売量 出荷量(東京) 生産額 10aあたり生産額
9ー60 190 1690 883 576 10596 107
9ー6ー 270 2780 1659 1049 20738 129
1962 200 18ー0 1357 3ー57 27140 181
9ー63 300 2710 2034 2034 522738 232
1964 6do 5620 4662 4662 91245 184
9ー65 573 5920 5日2 5日2 4ー3260 289
(資料)｢栃木いちごのあゆみ｣を作る会 ｢栃木いちごのあゆみ｣
いち ごの早 出 しには､冬 の低温 を実 際 に冬 が
到来す る前 に経験 させ る必要が ある｡ このた
めの技術 として､戦後か ら行われ るよ うにな
った 山上 げと言われ る作業が ある｡ これ は秋
の うちに標高 500-600mの山に持 って いき､
いち ごの首 に冬 を擬似経験 させ るので あるが､
戦場 ケ原や鶏頂 山のよ うに､ この山上 げに適
した標高 の高 い山が栃木県 にはた くさんあっ
た｡ しか しなが ら､ い くら山上 げに適 した地
域 が あって も､温暖な地域でな けれ ば思 うよ
うに温度 の蓄積 が 出来ない｡ ここでポイ ン ト
にな るのが､ ビニルハ ウスの使用で あ るO昭
和 30年頃 まで は北 開束ではいち ごは適 さな
い と言われて いた｡ しか し､保温資材 の開発
に ともな って､冬期か ら春期 にか けて晴天 の
多 い北 関東で もいち ご栽培 に適 して い る こと
がわか り､昭和 40年頃になって爆発的 に栽培
面積 が増加 して いる｡ ビニルハ ウスの使用が
増 えた ことで ､冬 の 日照時間の長 い栃 木県 は
休 眠後 の苗の温度 の蓄積が しゃ くな った｡ ビ
ニルハ ウスの登場 によ り､ 日照時間の長 い栃
木県 が いち ご生産 に適 した地域 に変貌 したの
で あ る｡ このよ うに､いち ご栽培 を しやす い
気候 が いち ご栽培 の広 まった一つの理 由で あ
ろ う｡
二つ 目は､水 田の裏作 として いち ごが適 し
て いた とい うことで ある｡作付面積 の変遷 を
見 て い くと 1960年か ら 1965年の間にいち ご
の作付面積は 3倍 にな って いる ことに気づ く｡
そ こで この時期 のデータを調べてみ る と､表
了に示 したように収樺量は 3.5倍､生産額 は 9
倍 とな って いる｡ さ らに､東京市場へ の出荷
量 は 7.4倍 とな り､束京 市場 で の 占有 率 が
1964年 には 28%とな り､特 に 4-5月 には生
産 県 間で第一位 とな っている｡ この時期 に､
これ ほ どまで劇的 にいち ご生産が増加 したの
はなぜだろうかO確か にこの時期 に､技術 的
には市場性 の高 いダナ- を用い た半促成 トン
ネル栽培 の技術が体 系化 され ､出荷時期が従
来の 4月中旬か ら 3月下旬 になった ことで､
高値期 の販売 によ り収益 が増大 して いる｡ こ
の収益性 の高 さが農 家 をひ きつ けた のは間違
いないが､新たな栽 培技術 の開発は栃木県 の
みで行われたわ けで はな く､ これだ けでは栃
木県で nち ご生産 が 増加 した ことの直接的な
説明にはな らな いだ ろ う｡
ここで注 目した いのが ､栃 木県 における導
入期 のいち ごの位置 づ げで あ る｡栃木県 は伝
統的 に､耕作面積 に 占め る水 田の割.合の高 い
地域であるが､1952年 に麦類 の統制が廃止 さ
れた｡ また 田沼町な どを中心 として大麻 の生
産が行 われていたが ､ この時期 には化学椋椎
の進 出によ り大麻価 格 が下 落 して しまって い
る｡ このよ うな深刻 な状況 の 中､各地で新作
目の導入試験が行わ れたが,そ の作 目の中に
いち ごも含 まれて いた ので あ るO現在ではい
ち ごを専門 に経営 して いる農 家が多 いが､当
初 いち ごは水 田の裏 作用 と して導入 されたの
である｡その後､御 厨 町の仁井 田一郎氏 に代
表 され るよ うな農業 者 の努 力や行政 の支援 に
よ りいち ご栽培 は普 及 され ､そ の収益性 の高
さとあいまって栃木 県 内 に普 及 して い く｡そ
して先 ほ ど述べた トンネル栽 培 の技術の確立
とともに､冬 の農閑期利用 による換金作物 と
していち ごが定着 した のが 1960-1965年の
時期なのである16｡
同 じ関東地方 にあ る群 馬県 や埼玉県､千葉
県 な どは､現在で もそ うで あ るように野菜 の
産地で あるが､栃木県 だ けが稲作地帯であ り
園芸 の後進地域で あ った｡そ のため戦後､麦
による二期作で収入 を得 る ことが難 しくな っ
た農家 の新たな栽培 作 目を求 め る需要 にうま
く適 していたのが いち ごな のである｡ この こ
とがそ の収益性 の高 さ とあわせ ､栃木県 にい
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栃木県のいちご生産についての一考察 (和田)
ち ご生産が広 ま り､やがて 日本一 の生産県 に
な った理 由の一つであろう｡
三 つ 目は ､ い ち ごの普 及 を熱 心 に行 った
人々の存在 で あろう｡詳細 は避 けるが､JAや
県 ､農業試 験場､ さ らには農業者 にいち ご生
産 を根付かせ ､栃木 のいち ごを 日本一す るた
め に奮 闘 した人 々が いた とい うことが大 きい｡
また県 や農 業試験場 の研究者 た ち による熱心
な研 究 の成果 もあるだろう｡栃 木県 は女峰や
とちお とめ のよ うな独 自の品種 を開発 して い
るが､その他 にも栽培方法な どで様 々な改 良
がな されて きて いるO現在 も県 と JA が一体
とな り､いち ごの PR や新たな品種 の開発 を
行 って いるが ､栃木 のいち ごを 日本一 に して
い こうとい う思 いが現在 のいち ご生産 を作 り
上 げて きた のは間違 いない｡
第 4節 栃 木県のいちご生産の特 徴
(1)JAと県 の役割分担
栃木県 の農業生産 を見て い くうえで重要 と
思われ るの は､県 と JA の役割分担がはっき
りして いる とい うことで ある｡ いち ご生産 に
お ける栽培 技術 に関す る ことは全 て県が担 当
して い る｡ 品種 の開発､首 の管理 ､栽培 の指
導 ､栽培方 法 の開発 な どは県 また は農業試験
場栃木 分場 にてお こなわれて いるので ある｡
一方で､流通 に関す ることは JA 主導で行わ
れて いる｡ 先 にも示 した とお り､栃木県 の場
合 はいち ごの出荷 ･販売は系統 出荷が大 半 を
占めて いる｡そのために販売 は もちろんの こ
と宣伝 も JAが行 って いる｡県 と JAは互 いに
連絡 を取 り合 って 栃`木 の いち ご'というブ
ラン ドを確 立 し､販売 して い くことを 目指 し
てお り､徹底 した役割分担 によって無駄 のな
い開発 ､販 売 を して いるのが栃木県 のいち ご
生産の特徴 の一つ といえるだろ う｡
(2)契約栽培
栃木県 の いち ご生産の特徴 の一つ として､
契約栽培が ほ とん ど〝採 られて いな い というこ
とがある｡近年､契約栽培 とい う生産様式 は
様 々な野菜 ､果物で見 られ るが､ いち ごの場
合 はほ とん どない といって も良い くらいで あ
る｡『平成 13年 青果物出荷機構調査報告』
による と平 成 13年度 の全国のいち ごの出荷
量 は 142,400もで あるが､その内訳 は卸売市場
が 137,200も､小売店 3,020も､加工業者が 752も､
外食業者 13も､直接販売 923も､その他 443も
となってお り､卸売市場 に出荷 された分 だけ
で全体 の 96%にお よんで いる｡形 の優れない
いち ごを加工用 いち ごとして加工業者 に出荷
し､ ジャムを中心 に加 工 して いる ことは一種
の契約生産 とも考 え られ るが ､ このよ うに全
国的 に見て もいち ごは卸売市場 に出荷 され る
のが一般的で ある. さ らに栃 木県 につ いて見
てみ ると､全出荷量 23,500tの うち卸売市場
に出荷 された ものは 23,000七と実 に 98%にお
よんで いる｡ もち ろん､残 りの数 %の中で契
約栽培 を行 って いる可能性 もあるが､ 日本全
体 のスイー トコ- ンの全 出荷量 に占め る卸売
市場へ の出荷 量 の割 合 が 69%な の と比較す
ると､やは りいち ごは卸売市場へ出荷す る割
合が高 く､契約栽培 は ほ とん ど行われていな
いといえるだろ う｡
では､なぜ いち ごは契約栽培が行われてい
ないのであろうか ｡そ の理 由 として､いち ご
市場の特殊な構造 が あるだ ろ う｡実際 に栃木
県 の場合 も､早 くか ら トマ トな ど他 の野菜で
は契約生産が導入 されて いるOしか しなが ら､
前述 のように価格 の安 い輸 入品 に売 り上げが
脅か される ことのな い特殊 な環境 にあるいち
ごの場合は､生産者側 は出荷すれ ば売れる状
況で あ り､容易 に販売先 を確保できるために､
伝統 的 にわ ざわ ざ契約生産 という形 をとる必
要がなか った もの と思われ る｡
しか しなが ら将来 ､契約 生産が行われてい
くことは大 いにあ るだ ろ う｡昨今 の食 の安全
を求め る風潮 の影 響か ら､例 えば減農薬な ど
の特別栽培 のいち ごが要望 された場合 に契約
生産 の形が と られ る可能性 が ある｡ また ク リ
スマスケーキ用 と して いち ごの業務需要が高
くなる 12月な どで は､今後 ､国産 いち ごの確
保 のために､農家 とお菓子 メーカーな どの間
で契約栽培が行われて い くことはあ りうる｡
また現在で も､お菓子 や果実酒な どで少量で
はあるが､個 人で契約生産 を行 って いる農家
もあ り､今後 この動 きが拡 大 してい くことも
考え られ る｡
(3)販売先 につ いて
第 1節の栃木県 の いち ご生産 の現状で も記
したが､栃木県産 のいち ごの出荷先 はその大
半が京浜地 区を中心 とした関東 の卸売市場で
ある｡平成 16年度 の系統 出荷の卸売市場別の
出荷量 を見て も､関東地方へ の出荷が全体 の
82%を占め､ さ らに京浜地域 の市場へ の出荷
が全体 の 56%とな って いる17｡ これ には人 口
の多 い京浜地域 を中心 とした関東地方がいち
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ごの大 消費地 で あ り､北関東 とい う立地上､
輸送 費がかか らず に出荷で きる とい う利点が
あるか らと思われ る｡ また､ いち ごの性質 と
して ､他地域へ の輸送 車に傷 んで しま うこと
も挙 げ られ るO保 冷車の使用 のよ うにいち ご
が傷 まな いよ うに輸送す る技術 も開発 されて
いるが ､その分 だ け輸送費がかか り卸 売市場
で の販 売価格が高 くな って しま うO この こと
は栃 木県が もう一つ の大消費地である近畿地
方 には いち ごの出荷 を行 ってお らず ､近畿地
方で は九州産 のいち ごが主 に販売 されて いる
ことに も表れて いる｡わ ざわ ざ遠 隔地 に出荷
しな くて も近 くの大 消費地 に出荷 した ほ うが
よい とい うのが､ 出荷先が関東地方 に偏 って
いる理 由であろう｡
このよ うに栃木県 は生産 されたいち ごの大
半 を関東地方 に出荷 して いるが､一方で東北
地方 に も全生産 の 14%を出荷 ｡販売 して いる
18.関東地方 と違 って東北地方 は地理的 に離れ
てお り､輸送 費の分 だけ卸売市場での販売価
格が高 くな って しま う｡それ にも関わ らず ､
近畿 地方 には出荷 しないいち ごを束北地方 に
は出荷 して いる理 由は何で あろうか｡そ の理
由は東北地方 が豪雪地帯 で ある ことにある.
いち ごは もともとは春 の果実で あ り､冬 の間
に育苗等 を して春 に出荷す るので あるが､ こ
の時期雪 に埋 もれて しま う東北地方 では､宮
城県 のよ うな一部 の地域 を除 いて ､いち ごの
栽培 が 困難 な のである｡最近 は促成栽培な ど
で 11月 ごろか ら出荷が始 まるが､それで も出
荷の ピー クは 1-3月であ り､作業の中心 は東
北地方 で は雪が降 って いる季節で あ り､東北
地方 で はいち ごの栽培が ほ とん ど行われて い
ない｡そ こで輸送費の分だ け販売価 格が高 く
な って も栃 木県産 のいち ごを販売す る ことが
できるので ある｡
このよ うに見てみ ると栃木県 のいち ごの出
荷 は地理 的 に恵まれて いる こともあって合理
的 に行われて いると考 え られ る｡
(4)パー トタイマー の利用
いち ごの生産過程 の中で最 も作業時 間を要
す るのは摘 み取 りとパ ック詰 めである｡平均
的ないち ご農家の 10aあた りの労働時間は約
1,750時 間 と言われているが､図 3-2に示 し
た よ うに収穫 ､出荷調整 にかか る時間が全作
業時間の 59%を占めているOこのよ うに時間
がかか るのは､ この 2つの工程が全て手作業
で行われ るか らであるO しか しなが ら前述 し
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たよ うに､栃木県 の いち ご生産 は家族経営が
中心で あ り､収穫 ･出荷調整 に必要な労働 力
が常時､各農家 にあ るわ けで はない｡そ こで
栃木県 では収穫 ･出荷調整 を行 う多 忙な時期
に限 って,各地域 のハ ロー ワー クと連動 して
地元 の主婦 を中心 と したパ ー トタイ マ- を募
集 し､主 に摘 み取 り作業 を行 わせて いるO こ
のパ- トタイマ- の活用 によ り､純粋な家族
経営 と比べて いち ご生産の拡 大 を行 うことが
で きるが､そ の半面で問題 点 もある.その一
つが､いち ご生産 にお けるパ ー トタイマ-の
雇用 は収穫 ･出荷 調整期 に限 られ るため､被
用者 は通年 の雇用 を好 んで他 の工場 な どのパ
ー トに行 って しま う傾 向が あ るとい うことで
ある｡忙 しい時期 と忙 しくな い時期 のはっき
りして いるいち ご生産 の場合 ､通年で雇用す
る ことは難 しく､パ← トタイ マーが集 ま りづ
ちい とい うことが大 きな問題 となっている｡
また､摘み取 り作業 にはパ- 卜タイマー を用
いる ことが 出来 るが ､熟練 を必要 とす るパ ッ
ク詰 めはパー トタイ マーで は難 しく､結局パ
ック詰 めは農家が行 うしか な い とい う問題 も
ある｡そ して ､熟練 を要す る この摘み取 り作
業が各農家 のいち ご生産の拡大 を阻害 してい
る面が あるO この間題 に関 して は､県 内の一
部の JA で各農家か ら手数料 を取 りパ ック詰
めを専門に行 うパ ッケー ジセ ンター を設立 し
て いる地域 もある｡現在 の と ころ､県全体 に
設立 され るには至 って いな いが､ このパ ッケ
-ジセ ンターは JA 側が市場 のニーズに合わ
せて柔軟 に様 々な規格 のいち ごを出荷できる
とい う利点 もあ り､浸透 して い くことが望 ま
れている｡
第 5節 栃木県のいちご生産の強さ
栃木県 の場合､ いち ごの出荷 は大 半が関東
地方 の卸売市場で あ り､残 りは東北､甲信越
地方 の卸売市場 に出荷 されて いるが､栃木県
と並ぶ いち ごの産 地で ある福 岡な ど九州地方
や静岡県､愛知県 な どのいち ご出荷 は どうな
って いるのだろうか｡平成 13年度 (平成 12
年 10月～平成 13年 6月)の東京都 中央卸売
市場 の地域別 の入荷動 向を見 てみ る と､栃木
県 が もっ とも入 荷 量 が多 く 9,216も(全体 の
30%) とな っているが､福 岡､佐賀､長崎､
熊本 ､大分 の九州 5 県 を合わせ た 出荷量 は




(5%)､のよ うに栃 木県 以外 の いち ご産 地 か ら
の出荷量 も多 い 19.このよ うに栃木 県 以外 のい
ち ご産 地 は 関東 の市 場 に も出荷 して い る｡他
地域 の市場 で は どうで あろ うか｡ 表 8を見 る
と分 か るよ う に勉 の いち ご産 地 ､ と りわ け九
州 地 方 の産 地 は全 国 の様 々な 市場 に い ち ごを
出荷 して い る こ とが 分 か る｡ こ こか らもや は
り､栃 木県 の販 売 先 の大 半が 関東 地 方 で ある
ことの特 異 性 が見 て取れ るだ ろ う｡
表8 各地の中央卸売市場における各いちご産地の占める割合
単位:%




で は ､東 京 中央 卸 売市場 で の販 売価 格 を見
てみ よ う｡平成 13年度 の栃 木県産 の いち ごの
価格 が 1,082円伐gな の に対 して ､福 岡県 産 は
1,142円/kg､佐賀県 産 は 1,273円/kg､静 岡県
産が 1,098円/kg､長 崎県 産 が 1,112円/kg､
愛知 県 産が 1,085円伐gとな って お り､全 国の
いち ご産地 の 中で栃 木県 産 の いち ごの価 格 が
一番 安 い20｡これ は関東 地方 に ある とい う立地
条件 か ら､ 輸 送 費が か か らず に大 消 費地 に出
荷 で き る と い う利 点 が あ るか らと考 え られ る
が ､ ま さに この ことが､栃 木 県 が 全 国 一位 の
いち ご生産 県 と して あ り続 け る最 大 の理 由で
あろ う｡
しか し､価 格 が安 い とい うだ けで は栃 木県
が他 の産地 と比べ て 優位 に立 って い る理 由を
全て 明か した ことにはな らな いで あ ろ う｡で
は､勉 に どんな理 由が あるのだ ろ うか｡
そ の一 つ は前述 した系統 出荷へ の統 一で あ
ろ う｡ いち ごの場合 は全 国 的 にみ て も系統 出
荷が 中心 で あ るが､ 全 国平均 で見 た場 合 に小
売へ の販 売 の 2%は任 意 団体 が行 って い る と
ころ を､栃 木県 で は 0.8%しか任意 団体 によっ
て行 われ て いな いな ど､系統 出荷 へ の統 一 が
進 んで い る印象 を受 け る21｡これ によ り市 場 と
の交 渉 も しやす くな り､ また農家 も安 定 して
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出荷す る ことがで き る｡また ｢栃 木 の いち ご｣
とい うブ ラン ドで 販 売で き る こと も大 き いだ
ろ う｡
また反 収 の違 い も大 きな要 因で あ る｡平成
12 年 度 の 生 産 額 を み る と福 岡 県 の 反 収 が
3,884kgnOa な の に 対 して 栃 木 県 の 反 収 は
4,557kg/10a で あ る｡ これ には品種 の違 いや
栽培 技 術 の違 い､ 天候 の違 いな ど様 々な こと
が 関係 して くる と思 わ れ るが ､効 率 的な栽 培
が他 地 域 との競争 で栃 木 県 を優 位 に立 たせ て
いる一つ の要 因だ と思わ れ るO
しか しなが ら､立 地 条 件 と並 んで 重 要 と思
われ るの は県 と JA が協 力体 制 を作 り､ いち
ごの生産 ･販 売 を行 って い る こ とで あ る｡で
は具体 的 に県 と JA が どのよ うな活 動 を して
い るのか ｡そ の詳 細 は次章 で記す こ とにす る｡
第 4章 JA全農とちぎ
前 の章で栃 木県 が 他 の地 域 との競 争 で優位
に立 ち､ 生産 量 日本 一 の いち ご産 地 とな って
いる要 因 の一 つ と して JA 全農 とち ぎ (以下
JA) と県 の役割 分 担 が しっか りして いる とい
う ことを述 べ た｡ そ こで こ こで は主 に流通 ､
販 売 を行 って いる JA が実 際 に どうい う役割
を し､ どのよ うな 課 題 を抱 えて い るのか を明
らか に したい｡
第 1節 系統 出荷 への集 中
栃 木県 のい ち ご生産 の大 きな特徴 の一 つ と
して ､系統 出荷 へ の集 中が あ る｡ ｢平成 13年
青果 物 集 出荷 機 構 調 査 報 告 ｣によ る と､ 平 成
13年度 の栃 木 県 の い ち ご出荷 量 23,500もの う
ち 99%を 占め る 32,400七が総 合農協 ､つ ま り
JAによ って 出荷 され て いるC全 国 の いち ごの
出荷 量 を見 て み る と､総 出荷 量 142,400tの う
ち 94%を 占め る 134,900tを系統 出癖 が 占め
て い るので ､ 全 国 的 に見 て もいち ごの場合 は
系統 出荷 が 中心 で あ る とい え るが ､栃 木県 は
そ の 中で も系統 出荷 へ の集 中が進 ん で い る と
いえ るだ ろ う｡ ちな み に､梅 の いち ご産 地 の
全 出荷 量 に 占め る系統 出荷 の割合 を見 てみ る
と､静 岡県が 97%､愛 知県 が 94%､福 岡県が
99%､佐 賀県 が 100%､長 崎県 が 95%､熊本
県 が 98%とな って お り､い ち ご産地 は全体 的
に系統 出荷へ の集 中が進 んで いる といえ る22｡
流通 の歴 史 を見 て み る と栃 木県 の場 合 ､初
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めか ら系統 出荷 に統 一 されて いた訳 で はな い｡
戦後 ､本格 的な いち ご栽培 が始 まった 1952
年 頃か らしば らくの間は､農家個 人が市場 へ
と集荷す ることが多か った よ うで ある｡や が
て県 内で もいち ご生産者が増加 して くると､
生産組合が各地で結成 されて い く｡1959年 の
栃木県農務部資料 による と､県 内のいち ご生
産 出荷組織 の総数 は 63であ り､鉄道な どを利
用 して主 に東京 に出荷 して いた｡そ の後､ 出
荷組織 は農協系 と日光 園芸連 に集約 されて い
く｡1961年頃までは両組織 の販売 シェアはほ
ぼ 5:5で推移 して いたが､1964年か ら 6:4
にな り､1971年か らは 8:2と農協系のシェ
アが高 くなって いるOそ して 1980年頃か らは
現在 のよ うに､ほぼ 100%の シェアを系統 出
荷が 占めるようにな った230
なぜ ､ これ ほ どまで に系統 出荷 へ の集 中が
起 こったので あろうか｡そ の要 因の一つは､
戦後 ま もな くは農協 の規模 が 小 さ く､県 内全
て のいち ごの出荷 を請 け負 うほ どの力がなか
った とい うことが考 え られ る｡そ のた めに､
地域 ごとの生産集荷 組織 が形成 され ､出荷 を
行 って いたのである｡ また､ いち ごの生産 が
始 まった 当時 は生産量 も少な く､将来 の見通
しも明 らかでなか った ことが考 え られ ､農協
の対応が消極的 にな らざるを得 なか った と思
われ る｡ しか しなが ら､いち ご生産 のための
資材 の販売は農協が行 ってお り､農協 自体 の
組織 が大 き くな って い くにつれ ､農協への信
頼感 か ら系統 出荷 の割合が多 くな って いった
と考 え られ る｡
また 1960-80年 に系統 出荷 とシェアを争
って いた 日光 園芸連 であるが ､事務所がな い
な ど個 人的な農家の集 ま りとい う色合 いが強
く､組織 としての機能 を十分 に持 ち合わせ て
いなか った｡1960年代後半 にな る と､日光 園
芸連 の構成組織が逐 次退会 して系統組織 に加
入 して いる24｡こうした 日光 園芸連 の組織 的な
弱 さが系統 出荷への統一 につ なが って いる と
思われ る｡
もう一つの要 因は､他 の生産地 との競争か
ら大規模な組織が必要 にな った とい うことが
あるO いち ご生産が始 まって しば らくは､農
家単位や小 さな生産組合で 出荷 を行 っていた
が､東京市場への出荷量が多 くな るにつれて
先進地 との競争が激 しくな って いった｡ しか
しなが ら､各組織 の 出荷量が少な いため､市
場側 の対応 も弱 く､必ず しも有利 な価格形成
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とはな らなか った O有利 に販売す るためには
統一 された規格品 をよ り多 く集荷す る必要が
あ り､そのた め に組織 の大型化 による大量 出
荷が望 まれ るよ うにな ったO こうして生産組
織 は農協 と日光園芸連 の二 つ の組織 に集約 さ
れ､最終 的 に農協へ と一本化 されたのであるO
さ らには､た くさんの組合 と取 引を行 う煩雑
さか ら､卸売市場側か らの流通系統 の統一 の
要請 もあった よ うである｡
これ らの理 由で栃木県 ではいち ごの出荷が
系統 出荷 に統 一 され ､規格 の設定な どの流通
に関す る ことや販 売戦略な どは JA が担 当す
るよ うにな ったので ある｡
第 2節 ｢栃木のいちご｣としてのブランド作り
いち ごの流通､販売 を担 当 して いる JA で
あるが､ ｢栃木 のいち ご｣とい うブ ラン ドを定
着 させ るための活 動 も多 い｡以下で は JA と
ちぎが､ ｢栃木 のいち ご｣とい うブ ラン ドを定
着 させ ､市場 で の販売 の優位性 を高めるため
に どのよ うな取 り組み を行 って いるかをみて
い こうと思 う｡
JAの行 って いる取 り組 みの中で､最 も栃木
県 の特徴 として特筆 され るべ きは､各方面へ
の宣伝活動であろ うo具体 的 には TV や新開
な どのよ うなマス メデ ィアを使 った pR活動､
消費者 を招 いて の試食会 ､卸 売市場関係者へ
の売 り込みな どを行 って いる｡ このよ うな宣
伝活動 は栃木県 に限 られた ことではな く､勉
のいち ご産地 も行 って いる し､ また県内の他
の作物で も行 われ て いる｡栃 木県 のいち ごの
宣伝活動が他 と異 な って いる点 は､宣伝費用
の捻出方法 にある｡栃木県 の場合､系統出荷
を行 って い る生 産 者 か ら一 律 に販 売金 額 の
0.5%を拠 出させて ､それ を宣伝費用 に用 いて
いるのである｡つ ま り生産者 自らの活動 とし
て いち ごの宣伝 を行 い､販売促進 を行 ってい
るのである｡例 え ば､平成 16年度 の系統出荷
による総販売金額 は約 220億 円で あるか ら､
このシステム によ り平成 17年度産 のいち ご
の宣伝 費用 に 1.1億 円が使われ る ことになる
のである25｡
この宣伝 費用 の拠 出 システ ム を用 いた栃木
県 の一番 の成功例 は､1985年 1月に品種登録
され､栃木県 のいち ご生産 の飛躍的な発展 に
貢献 した新品種 ｡女峰 の宣伝 活動で あろう｡
女峰 はそれ まで の品種 に比べ て､ ク リスマス
期 の業務需要 の多 く高値で取 引され る 12月
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に出荷できるとい う生産面 での メ リッ トが あ
るだ けではな く､食 味が良 く見 た 目が美 しい
とい う特性 をもって いた｡ この新 品種 を売 り
出す ために JA が 中心 とな り､卸売会社 ､仲
卸等 の市場や 関係機 関に宣伝 ボ スタ- を配布
し､大 々的 に女峰 の紹介 を行 う とともに､各
市場 を回って の売込 み を行 った ので ある｡ ま
た､マス メデ ィアを利用 して消 費宣伝活 動 を
積 極 的 に展 開 し､栃 木 県 初 の テ レ ビス ポ ッ
ト ･キ ャンペー ンも行 って いる｡ この結果､
｢栃 木 のいち ご｣ と して女峰 は定着 し､ さ ら
には関東東海地方 を中心 に全 国的 に普 及 して
いったOこうして女峰が定著 した ことによ り､
栃 木県では市場への 出荷 を 12 月 にで きるよ
うにな り販売額が増加 して いる26｡
また､｢栃木 のいち ご｣のブ ラン ドの確立 の
ため に徹底 した品質管理 も行 って いる.
各農家 に ｢とちお とめ原色選果 標準表｣ と
い うチ ャ- 卜表 を用 いた出荷 を指導 し､ また
等 級 ､階級 を細か く定義 しパ ック詰 め を行 っ
て いる｡
さ らに生産履歴 の管理 の推進 に力 を入れ､
JAでは農薬 の使用 な どを含 めた記帳 を各農
家 に義務付 けている｡JAグルー プ栃木で は園
芸作物 ･生産履歴記帳運動 と して
1 栃木 の園芸作物 に対す る信頼 の確保
2 消費者 ･取 引先へ の安心 の提供
3 農業技術 ｡経営 の見直 しの参考 資料
4 万- の場合の適正な生産 の証明
5 生産 現場か ら消費者への情報発信
とい う 5つのね らいを掲 げて県 内の農家 に記
帳 を呼びか けているが､ いち ご生産 にお いて
も この運動 を推進 しているので ある｡ これ は
一つ には近年の食 の安全 を求 め る動 きの中で
量販店な どが独 自に残留農薬 の検査 を行 うこ
とが多 い ことへの対策の意 味 もある0-度 こ
う した検査で農薬が検 出され る とイ メー ジダ
ウ ンが計 り知れず ､栃木県 の いち ご販売 にも
影 響が出かねないか らで あるo こう した記帳
を義務付 ける ことで､機械選果 を行 わな いい
ち ごの場合 は農家単位での トレーサ ビリテ ィ
が可能 になる｡ さ らには一部 の県 内の JA で
は､顔写真 ｡名前入 りシール をパ ックに貼 り
付 けて出荷す るとい う試み もな されて いる｡
現在 はコス トがかか るとい うことで一部 の地
域 にとどまっているが､ます ます食 の安全性
が求 め られ るようにな る と考 え られ ､ この試
みが県内全体 に広 まって い くと考 え られてい
る｡
第 3節 新たな取8)組み
｢栃木 のいち ご｣ のブ ラン ドの定着 を目標
に掲 げ､販売 ･流通 を行 って いる JA で ある
が､ いち ご生産 の さ らな る発 展のため に､近
年新たな取 り組み を行 って いる｡以下ではそ
うした取 り組みの一部 につ いて記 したい と思
うQ
(1) 予約相対取 引
前述 したよ うに栃木県 の場合､いち ご生産
はほぼ全てが農家か ら JA に出荷 され､卸売
市場 に出荷 され る とい う流通形態 をとってお
り､契約生産 はお こなわれて いな い｡ しか し
なが ら他 の作物な どで ます ます契約生産が行
われ る流れ の中で ､ いち ごの販売 にも変化が
生 じて きて いるOそ の一つが JA 主導で行わ
れて いる予約相対 取 引で ある｡ この予約相対
取 引 とは､市場 を経 由 しなが ら大型量販店や
中郷量販店 と JA の間で行われ る一種の契約
生産で あ り､事前 に販売時期 と販売量､販売
金額 を決 めてお く取 引の ことで ある｡他 の作
物で行われて いるよ うな契約生産 と異な るの
は､市場 を仲介す る点 と販売金額 は販売時点
の市場価格 を考慮 して決定 され る点 である｡
生産者側 の メ リッ トとして は､①前 もって需
要の確保 がで きるた め に安定 した収入 を得 る
ことがで き､経営 計画が長期的 にで きるよ う
にな る こと､②顧客の固定化 が見込めること､
があ るO また量販店側 の メ リッ トとしては､
①販売時期 ､販売量､販売金額が前 もって決
まって いるので､数量や価格 の調整作業が削
減 され る こと､② 安定供給 が見込め る ことに
よ り､営業 ･販売 戦格が立てやす い こと､が
ある｡また JA､市場 ､量販店がお互 いに連絡
を取 り合 いなが ら取 引 を行 うために､お互 い
の信頼 関係が深 まる とい うメ リッ トもあるO
現在 の ところ､予 約相対取 引は全いち ご販売
量の数 %にす ぎな いが､生産者側､量販店側
双方 にメ リッ トが あるため､今後 この取 引形
態が広 まって い くことが予想 されている｡
(2) パ ッくん グランデ
一 般 に い ち ご生 産 に必 要 な 総 労働 時 間 は
10aあた り約 1,750時間 といわれているが､
その うちの 23%を出荷調整､つま りパ ック詰
めの作業が 占めて いる. この作業はまた熟練
を必要 と しパ - トタイマ-で は対応で きない
ため､ いち ご生産拡 大 にお ける一つ障害 にな
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って いる｡ この作業が困難 にな るのは､前述
のよ うに JA が ｢栃木 のいち ご｣ ブ ラン ドを
確立す るた め に､細 か く等 級 ｡階級 を規定 し
て商品規格 を設定 し､それ に合わせてパ ック
詰 め を行 う ことを農家 に義務付 けでいるか ら
であるが,近年 こう した作業 の煩雑 さをな く
し､労働時間 を削減 す るた め に出荷 され るい
ち ごの一部で､パ ッくん グ ランデ とい う簡素
化規格が採周 されて いる｡入 って いるいち ご
の重 さでパ ックの種類 を分 けて出荷す るパ ッ
くん グランデ を採用す る ことで､容器詰めが
楽 にな るため労働軽減 につな が るとい うメ リ
ッ トが あ り､平成 15年度産 の いち ごでは全 出
荷量の 2割程度がパ ッくん グ ランデであったO
しか しなが ら､一方で消費者 か らパ ックの中
に入 っているいち ごの大 き さが違 いす ぎると
のク レームが あ り､JAが生産者 にできるだけ
同 じ大 きさの いち ごをパ ック詰 めす るように
要請す るな ど問題 も多 く､ この先 この簡素化
規格が浸透 して い くかが注 目され る｡
(3) コンテナ出荷
近年 ､いち ごの輸送時 の新 たな取 り組み と
して JA が力を入れているのが コンテナ出荷
である｡ これ は通 いコンテナ にいち ごパ ック
を入れて 出荷す る とい う出荷 形態の ことで あ
る｡従来､いち ごは 4パ ック入れ る ことので
きる栃木 いち ごと書かれた ダ ンボ-ル に入れ
て出荷 されて いたが ､通 い コ ンテナ による出
荷が､量販店 のゴ ミ問題へ の対応や ､温暖期
以降 の品質保持対策 にも有効 な ことか ら採用
され るよ うにな り､平成 16年産実績 は約 18%
にな って いる｡平成 17年産 コ ンテナ出荷取扱
目標 は 20%にな ってお り､今後 このコンテナ
出荷が ます ます増えて い くもの と思われ る27｡
第 5葦 栃木県
前章 で栃木県のいち ご生産 の流通 を販売 を
行 う JA 全島 とちぎの活動 につ いて述べた｡
そ こで この章では,栽培 面で の技術 開発や農
家への技術指導な どを行 って いる栃木県 のい
ち ご生産 の中で､JAが果 た して いる役割 につ
いてみて い くことにす る｡
第 1節 品種の開発
たびたび述べて いる通 り､ いち ご栽培 に関
す る技術 開発 は栃木県が主体 となって行 って
いる｡様 々な栃木県 の活動 の 中で,栃木県が
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いち ご生産 日本一 で ある ことに最 も貢献 して
いるのは品種 の開発 であろ う｡栃木県 の生産
品種 の変遷 は蓑 9に示 した通 りで あ り､いち
ご生産 の初期 は様 々な品種 が並行 して用 い ら
れて いた｡ しか しなが ら女峰が 開発 され ると
そ の優れた性 質か ら作付面積 の大 半 を しめる
よ うにな った｡現在 ､栽培 されて い る品種は
とちお とめで あ り､平成 17年度産 いち ごの作
付面積 584haの うち 99%を しめて いる28O ま
た残 りの 1%を女峰が 占めて いる｡女峰､ と
ちお とめ ともに農 業試験場栃木分場で開発 さ
れ た栃木 のオ リジナル品種 で あ り､ こうした
優 れた点 を持つ品種 を栽培 す る ことが､栃木
県 をいち ご生産 日本-へ と成長 させ て きた こ
とは間違 いな い｡そ こで以下 で は女 峰､ とち
お とめが どうのよ うに開発 され ､いかな る優
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1960年代後 半 よ りいち ごの一大 生産地 と
な って いた栃木県 で あるが､ ク リスマスのケ
ーキ用 な どでいち ごの需要が多 く､そ のため
市場で の販売価格 も高 くな る年内出荷 (12月
以前 の出荷) の実現 が､栃 木県 の更な る産地
と して の拡大 にとっての課題 で あった｡女峰
の採用 以前 はダナ -や宝交早生 とい う品種が
主 に栽培 されて いたが､ どち らも半促成栽培
へ の適応性がな く､早期 出荷 には特殊 な処理
が必要 であった｡ また､促成栽培 を行 って も
宝交早 生は晶質が悪 く､ダナ- は収量があが
らな い とい う問題 をそれぞ れ抱 えて いた｡そ
こで特殊な処理 を しな くて も,安定 して早出
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しので きる休眠 の浅 い品種 の開発が必要 とな
り､1970年か ら農業試験場佐野分場で育苗が
開始 された｡こうして 農業試験場で 2段階､3
段階 に及ぶ交配 ､選抜がな され､実 に 15年の
歳 月をか けて女峰 は 1985 年 に品種登録 され
たO女峰は 1985年か ら普及 し､1987年 には
全作付面積 の 90%に達 して いる｡促成栽培 に
遼す る とい う性質 を持つ女 峰 は､需要が多 い
12月か らの 出荷 を可能 にした｡こうした特性
をもつ女峰 は､前述 した よ うに JA 主導 によ
る積極 的な宣伝活動 の効果 もあ り､関東東海
地方 を中心 として全 国的 に普 及 し､西の ｢と
よのか ｣ と人気 を二分す る ほ どにな った｡ さ
らにそ の後 ､農業試験場 を中心 として夜冷育
苗等 の早出 し作型が 開発 され､女峰 と組み合
わせ る ことによって 11 月下旬か らの早期集
荷が可能 にな った｡ また､ この早期 出荷 の実
現 は長 期的ないち ごの収穫 を可能 とした｡ こ
うして表 10が示す よ うに､年 間 を通 しての収
量が増加 し､ いち ご栽培 の収益性が飛躍的に
向上 したので ある｡女峰 の開発 は栽培技術 の
面 だけでな く経営 の面か らも栃 木県 のいち ご
生産 に大きな転換期 をもた らしたので ある｡
実 際 に女峰 の導 入 後 は 作 付 面 積 や 生産 者 が
年 々減 少 して いるに も関わ らず ､女峰が生産
性 を向上させ たため に販売金額が増加 してい
る｡ このこ とも女峰 が いち ご生産 のあ り方 を
変 えた ことを表 して いる｡女峰 の開発は栃木
県 が 日本一 のいち ご産地 にな る大 きな要因の
一つ になった といって も間違 いないだろうo
表10 女峰導入後の作付面積 ･生産量 ･反収の変化
単位 :ha､七､kg
生産率 作付面積 生産量 10a当り平均収量
1985 818 20800 2543
1986 8ー3 22ー00 2718
1987 800 21800 2725
1988 778 23900 3072
1989 767 22000 2888
1990 757 22600 2985
1991 692 24800 35糾
1992 633 25100 3965
1993 610 25300 4147
1994 592 23500 3970
1995 584 24000 4196
1996 566 25200 4452




女峰 の導入 によ り生産性が向上 し､ 日本一
の産地 として いち ご生産 を行 って いた栃木県
で あるが､1989年 に 17年間維持 してきた｢い
ち ご生産 日本 一｣の座 を福 岡県 に明 け渡 して
いるO さ らに糖度 の高 さや酸 味 の少な さな ど
消費者 ニ- ズは多様化 ｡高度化 し､ また既存
の ものよ りも収量が多 く病気 に強 い品種 を望
む生産者 の要望 も出て きたC こうした流れ に
対応す る形で 1990年か ら開発が行われたの
が ｢とちお とめ｣である｡ とちお とめの開発
に際 して､ 園芸特産振興会 の事業 と して選抜
圃場 を提供 され たため に,農業試験 場 のみの
場合 の約 2倍 の規模で交配 ･選抜が行われた｡
この結果 ､わずか な期 間で新 品種 の開発 に成
功 し､ 1996年 の 11月にとちお とめ として品
種 登録 され た｡ とちお とめ の一般 作 は 1997
年か ら全作付面積 の約 8%にあたる 44haで行
われたが､2002年 には全体 の 97%にまで普
及 し､現在で は女峰 に変わ る主 力品種 として
栃木県 のいち ご生産 に用 い られて いる｡ とち
お とめは､女 峰 に比べて果実が大 き く､糖度
が高 くて酸 味が低 いので､甘 みがつ よ くて食
味が 良い とい う特性 を持つ｡また､果実の形､
外観､硬 さな ども女峰 と同様 に優れて いる｡
さ らには収量が高 く安定 し､果 実が大 き く小
異 の発 生が少な い ことか ら収穫 作業が軽減 さ
れ､省力性 の面で も優れている｡このよ うに､
とちお とめは現在 の 日本の品種 の 中で はかな
り高度 な域 に達 した もので あ り､ こう した優
れた品種 を開発 し採用 して いる ことが､現在､
栃木県が 日本一 の いち ご産地で あ り､ さらに
系統販売額が 10 年連続 日本一で ある ことの
理 由の一つで ある といえるだろ う.
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栃 木県が いち ご生産 に関 して行 っている
活動 の中で､特徴 的であ り大 きな役割 を果 た
して いる もの といえば､品種 の開発 の他 に徹
底 した雷 の管理が あるだ ろう｡ いち ごの雷は
親株か らランナー と呼 ばれ るつ るが伸 びて発
生す る もので あ り､親株か ら苗 を何年 も採 る
ことが可能で あるが､毎年 同 じ雷 を使用 して
いる と次第 に収量が落 ち､病気 が発 生 しやす
くな って しま う｡各農家が独 自に親株か ら雷
を取 り使用 して いたので は､栃 木県 全体 の収
量 の低下 につなが って しま う｡ また病気の発
生はイ メー ジの低下 にもつなが るので､いち
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ご産地 として深 刻な 問題で ある｡そ こで栃
木県が主体 とな って構築 されて いるのが雷 の
徹底管理 システムである｡
笛 の徹底管理 システ ムの概念 図を示 した｡
このシステム の特 徴 は､県 の指定 した笛以外
を栃木県 内の農家 は使用す る ことが 出来な く
な って いる ことにあるだ ろ う｡ まず各農家 に
は毎年､いち ご生産 に使用す る雷 を更新す る
ことを義務付 けて いる｡ さ らに農家 間での首
のや り取 りを一 切 禁止 して いる｡雷 は栃木県
が品種登録 を して お り､使用す るには県 と受
諾 契約 を結 ばな い とな らな い｡一部では種苗
メーカー に対 して 受諾 を行 い､苗 を販売 して
いるが､県内で の販売 を禁止 しているために､
県 の指定 した雷以外が栃木県 内で使用 され る
ことはない.県 の指定 した雷が各農家へ行 き
渡 るまでには 3つ の段階を経 る｡最初は農業
試験場 に保管 され て いるとちお とめの大元 に
な って いる雷か ら､選抜 した苗 を採 り農業試
験場栃木分場 でそ の雷 を増や して原 々雷 を作
る段階であ る.次 の段階では､栃木県 マーケ
テ イング協会 によ って委託 された全農園芸種
苗総合セ ンタ-で原 々苗が増や され､原苗が
作 られ る｡ さ らに､原苗 は県 内の各地域 ごと
にある無病雷増殖 施設 (プ リ-基地) に運 ば
れ増や され るので ある｡ こうして作 られた雷
は生産者 に分配 され､遂 に定植 され るのであ
る｡各農家 に分配 され るまでに 3つの段階が
必要 となるた め､初 めの雷が増殖 され各農家
に配布 され るまで実 に 3年 を要す る｡ このよ
うに雷 の更新体 制 が しっか りしてお り､徹底
した管理 を行 って いるのは栃木県 のみで あ り､
大 きな特徴 といえ る｡ この ことが栃木県 の平
均反収の多 きを支 えて いると考 え られる｡
第 3節 新たな取t)組み
消費者､生産者 のニーズ に合わせ た品種の
開発 を行 い､雷 の徹底管理 による栃 木 いち ご
の晶質 の維持 を行 って いる栃 木県で あるが､
この他 にも技術面か らいち ご生産地 日本一 を
支 える活動 を して いる｡そ の 中で近 年､栃木
県 が 中心 とな って行 って いる新たな取 り組み
につ いて以下では記 していきた い と思 う｡
① 底上 げを目指 した活動
現在 ､栃木県が新 たな課題 として取 り組ん
で い る ことの一つ に､県全体 の反収 を上 げる
ことが ある｡労働 時間の多 いいち ご栽培 の場
合 は単純 に経営規模 を増や しただけで は､十
分 に手入れが行 き届かず に､生産 され るいち
ごの晶質が低下 した り､反収が減 って しまう
可能性 が ある｡ こうした場合 に､規模 の拡大
前 と比較 して も､ あま り販売額が増加 しな い
とい う現象が起 こ りうるか らである｡そ こで
栃 木県 では規模 の拡大ではな く､反収 を上げ
る ことによって販 売額 を増加 させ､ さ らなる
いち ご生産 の発展 を 目指 して いるのである｡
現在 の県 の平均 的な反収は 4t/10aと言われて
いる｡ しか し､現実 に 7-8t/10aの農家 も複
数存在 してお り､栃木県や JAで はいち ご農
家 を集 めて反収のための技術指導 を行 って い
るが ､残念 なが ら出席率の低 さな どか らあま
り浸透 して いないのが現状で ある｡ また､生
産者 の高齢化 によ り技術指導通 りの栽培がで
きな い ことも多い｡ しか しなが ら､農業試験
場 の研究な どによ り実際に 7-8tnOaの反収
をあげる技術 は確 立 されてお り､県 の技術指
導が行 き届 くことによ って栃 木県 のいち ご生
産 の さ らな る飛躍が見込 めるだろう32｡
またいち ご生産者 の平均年齢が 60歳以上
にな ってきて いる こともあ り､新規参入者 の
募集 も積極 的 に行 って いる.補助事業 による
資金面での援助な ど新規参入者 の参加 しやす
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い環境づ く りを して いる｡ また､新規参入者
には農業試験場が指導員 を派遣 し､重点的 に
指導 を行 って いる｡ こうした活動の成果 もあ
り､特 に県北地方 においては新規参入者は微
増傾向にある｡
② ポス トとちお とめの開発
栃木県庁 は農家や JA 関係者か らの要望 を
農業技術会議で吸収 し､それ らを参考 にしな
が ら農業試験場が主体 となって新品種が開発
され る｡そ うした要望 の中で現在多 く聞かれ
ているのが ､生産 ｡流通面で優れた新たな品
種の開発 を求める声である｡前述 したように､
とちお とめは果実が大き く､甘 みが強 くて食
味が良い とい う特性 を持 っている｡食味の追
求 とい う面か ら考 えると､ とちお とめは完成
の域 に達 した品種 といって も良い｡ しか しな
が ら､栽培や流通 という面で考 えるとまだ ま
だ問題が多 い｡例 えば､生産者か らの声で多
いのは病気へ の強 さを求める声や､よ り収量
の多 い品種 を求める声である｡ また､流通 関
係者か らは､輸送途 中で いち ごが傷んで しま
うことへの不満が多 く聞かれ る｡ このように
現在 の栃木県 の新品種開発 の課題は､以前の
ような食味 という面か ら生産 ･流通 という面
へ と変化 してきている｡いち ごの品種改良に
ゴール はないのである｡現在の栃木県では｢日
持ち｣ と ｢大玉｣ に焦点 を絞 って､ とちお と
めに代わ る新品種の開発が行われている33｡
また一方 で ｢四季生 り｣ 品種 の開発が積極
的に行われている｡日本のいち ごの出荷は 11
月～6月で あ り､7月～ 10月の間はほとん ど
生産 されて いない｡気温 の高い夏はいち ごの
生産 には適 していないか らであ り､生産 を行
って いるのは北海道や東北な どの一部の涼 し
い地域 だ けである｡そのため表 に示 したよう
に､日本産 いち ごのない 7月か ら 10月は主 に
アメ リカ を中心 とした輸入 いち ごが主 に業務
用 として流通 している｡ しか しなが ら､前述
したよ うに外国のいち ごは 日本 とは品種が異
なるため に､年 中 日本産のいち ごが食べ られ
ることへ の要望 は強い｡ また､現在 はポス ト
ハーベス トの問題か らも､国産のいち ごが要
望 されつつ あるO こうした流れの中で活発 に
行われて いるのが､一年 中実 をつける ことの
できる四季生 り品種の開発である｡ さ らに､
いち ごは前述のよ うに年 内出荷 の方が販売価
格が高 くなるが､四季生 りが栽培 され るよ う
になれ ば早期 出荷のための促成栽培 を行 う必
要がな くな り､販売額 も増加す る｡農業試験
場では既 に栃木 18 号 とい う四季生 り品種の
開発 には成功 して いるが､実際 に栽培 される
まで には至 っていな い｡ しか しなが ら､県で
は将来的には四季生 り品種 を主 力品種 にしよ
うと考 えてお り､ポス トとちお とめが四季生
り品種 になるのかが注 目されて いる34｡
③ いち ご 5-5-5運動
現在､栃木県 は JA と一体 となって ｢いち
ご 5-5-5運動｣ というキ ャンペー ンを行 っ
ている｡ これは 10aあた り 5tの収穫で 550
万 円の収入 を実現 し､系統 出荷全体 の年間の
販売金額 250億 円を達成 しようとい うもので
ある｡ また 5ヶ条の遵守事項 ｢とちお とめ｣
を定めている｡ これ は ｢と :特性生か して食
味重視の商品作 り ち :チ ャー ト厳守 し適正
収穫 ､熟度の統一 お :お早 う収穫予冷庫へ
と :ともに守 ろう出荷 の規格 め :めざそ う
品質管理の徹底 と出荷の延長｣というもので､
この 5つを遵守す る ことで 目標 の達成をめざ
す ことをうたっている｡平成 16年度 の総販売
金額は 220.1億 円であ り､ 目標 の達成はな ら
なか った｡また､10aあた り 5tの収穫で 550
万 円の収入 を実現す ると､販売単価 は 1,100
円伐gとなるが､実際 には 969円/kgであ り､
こち らも達成できて いない35｡ しか しなが ら､
5か条の遵守事項が各農家 に浸透 し､JAや県
の様 々な取 り組みが成功すれ ば､ このいち ご
5-5-5運動の 目標が達成 も遠 くはないよう
に思われる｡
第 6章 いちご生産の今後の課題
前章まで に栃木県 のいち ご生産 について考
察 し､その中での JA 全農 とちぎと栃木県庁
の果た してきた役割 について見 てきたが､ こ
の章では今後のいち ご生産 の課題 について書
いていきたいと思 う｡
第 1節 現場の声
いち ご生産 を行 っている農家 の意見 の中で
多 く聞かれ るのが､担 い手が高齢化 してきて
いることへの不安で ある｡実際 に栃木県の場
合 も､いち ご生産の中心 となって いるのは 60
代の人々であ り､その中で も 65歳以上の人 も
多い｡
いち ごの生産 は他 の野菜 の場合 と比較 して､
37
資 本 と 地 域
重 い ものを持つ作業がほとん どないために比
較 的高齢 になって も続 ける ことが可能ではあ
るが､収穫作業は低 い姿勢で長時間 を要す る
ため､特 に高齢者 にとって身体 の大 きな負担
となっている｡ この間題への対処 として､ こ
れ までに腰か けや作業用台車が開発 され改良
が加え られて きたが ､ これ といって よいもの
が出来て いないのが現状である｡ また中腰 に
な らな くて も収穫が可能な高設栽培 も実用化
されているが､初期投資が必要 になるために､
現在 は全体 の 2%程度 にとどまって いる36｡現
在 の栃 木県 の いち ご生産 を支 えて い るの は
60代の人々であ り､こうした人々が高齢 にな
ってか らも生産 を続 けることの出来 るような
作業技術 の開発が一つの課題 となって くるだ
ろう｡
しか し､高齢者で もいち ごの生産が可能な
作業技術 の開発だけでは高齢化問題 の根本的




ち ご農家数が僅か に増加 して いるという状況
にある｡ これ らの新規参入者 は､農家の後継
者が新た にいち ご生産 を始 める場合 と､農業
以外 の仕事 に就 いて いた人が新たにいち ご生
産 を始める場合の 2つに分かれる｡ このよ う
に新規参入が僅かなが ら増えているのは､外
国か らの輸入作物の影響で米や野菜 の価格が
低下 して いるのに対 して､いち ご生産 は価格
が安定 し､一定の収入 を見込めるか らである
と思われ る｡ これは県 と JA が栃木 いち ごの
ブラン ドを確立 し､いち ご生産が魅力的な も
のになってきた ことの現われであろう｡今後
さ らに新規参入者 を増や してい くためには､





いち ごの生産 には 10aあた り約 1,750時間
が必要であると言われ ､またその作業のほ と
ん どが手作業である37o JA は生産費調査 に基
づ いて再生産価格 を算 出 しているが､それ に
よると表 に示 したよ うに､ とちお とめの場合
は作型が夜冷育苗で 1kgあた り 1,197円が要
請 され る再生産価格 になる｡ しか しなが ら実
第 2号 (2005年 10月)
際には､平成 16年度 の場合 1kgあた り 969
円であ り､｢いち ご 5-5-5運動｣で 目標 とな
っている年内総出荷 量 25,000 トンで総販売
金額 250億 円を達成 した として も 1kgあた り
1,000 円とな り､要請 され る再生産価格 には




くなって しまって いる ことをあ らわ している｡
このようにいち ご生産では一定の収入は見込
めるが､労働時間が収入 に見合 う以上に長 く
なって しまう傾向が ある｡
こうした労働時間の長 さへ の対策 として､
作業の機械化が考 え られ るだ ろう｡ いち ご生
産の場合 は定植､収穫 ､パ ック詰めで機械化
す る余地があると言 われて いる｡実際に栃木
県では､1990年代前半 に選果機が導入された
ことがあるが､ベル トコンベ アが果実 を傷め
て しまうとい う理 由か ら失敗 に終わ っている
38｡しか しなが ら現在 ､宇都宮大学に新たな選
果機の開発 を依頼 して いるところであ り､い
ち ご生産 の機械化が成功す るかが注 目されて
いる39｡
また､いち ご生産 の省 力化への取 り組みの
一つ として､高齢化対策 の ところで も述べた
が､溶液栽培技術 を用 いた高設栽培 の利用が
ある｡ いち ごの場合 は溶液栽培 によって収量
が増加す るということはないが､労働の軽減
につながるため各 いち ご産地で研究 され ､現
在では様々なタイ プが作 られている｡ しか し
各地域の研究 の成果 で投資費用は低 くなって
きているものの､や は り初期費用が必要 とな
るため､生産規模の拡大 の際 に採用 される程
度 にとどま り､栃木県 にお いて も全作付面積
の 2% にす ぎない｡ いか に高設栽培 の費用を
抑えていくかが これか らの課題であろうO
第 3節 大規模経営の促進
栃木県 のいち ご生産 の抱 える課題の一つに､
いか に大規模経営 を増や して い くか というこ
とがある｡県 内の近年の傾 向 としては比較的
年齢 の若 い生産者 によって､僅かなが ら大規
模経営 も増加 してきている｡ しか しなが ら､
栃木県が単なる作付面積 の拡大 よ りも反収の
増加 を目指 した活動 を行 って いるよ うに､生
産規模 を拡大 しただ けでは労働時間が長 いい
ち ご生産の性質か ら､十分 に芋が行 き届かな
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くな り､か え って反収が減少 して しまうこと
も考 え られ るO また作業 の多 くが収穫 ･調整
作業 に集 中 してお り､そ の中で もパ ック詰 め
は熟練 を要す るた め に､ ここがネ ックにな っ
て生産規模 の拡大 が できな い とい う問題 もあ
る｡ これ らの問題 を解決 し経営規模 の拡大 を
図って い くた め には､機械化 による作業時間
の短縮や､一部 の県 内の JA で見 られ るパ ッ
ク詰 め を専 門 に行 うパ ッケー ジセ ンターの設
立のよ うな生産過程 の分業が必要 にな って く
ると思われ るO機 械化や分業化 を行 い､現在
のいち ご生産 と同 じ反収 を保 ちなが ら経営規
模の拡大 を推 し進 めてい くことが､今後 の栃
木県 のいち ご生産 の課題 とな るだ ろう｡
第 4節 効 率のよい開発
栃木県 のいち ご生産 のみの課題で はないが､
効率の良い開発 の実現 も今後 のいち ご生産 の
課題 とな って くるで あろう｡ 品種 開発や生産
技術 の開発 は これ まで国および各県 の研究機
関が 中心 とな って行 われて きたo しか しなが
ら,産地間競争で情報 をお互 いに開示 しない
な ど､ こう した開発 はま とま りの良い もので
はな く効率 の悪 さを否 めな い｡今後 は もう少
し情報 を交換 し合 って､無駄 な組み合わせ交
配 を何度 も繰 り返 さな くて もいいよ うな体制
を作 るべ きで ある｡海外 で は国公立 のいち ご
専門の研究所や研 究室が作 られて いて､ これ
を中心 とした育種体 制が整備 されて効果 を上
げて いる｡ 日本 も こうした体 制 を参考 に､効
率的な開発 を行 う ことが課題 で あると思われ
る40｡
まとめ
これ まで いち ご生産 の歴史 を記 した後､ 日
本のいち ご生産 の特徴 を述べなが ら､作付面
積､販売額 とも日本一の栃木県 のいち ご生産
について見て きた｡
日本 のいち ご生産 の一番の特徴 といえば､
他 の作物 と異な り､国内で流通 ･消費 され る
いち ごのほ とん ど全てが国内産で ある とい う
市場構造 にあるだ ろ う｡そ して､ この市場構
造 を生み出 してい るのが ､外 国産 いち ごと国
産 いち ごの品種 の違 いで ある｡外国産 いち ご
が 日本人の噂好 に合わな い ことが､ 日本では
国産 のいち ごが消 費 され ､外 国産 は 日本でい
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ち ごの生産 が行 われ ていな い時期 に業務用 と
して輸入 されて いるにす ぎない とい う､現在
の状況 を作 り上げて いるのである｡ また品種
の違 いのため に､ 日本 のいち ご生産 ではほぼ
全て を手作業で行 わ な けれ ばな らな いが､ま
さに この生産 に手 間がかか ることが いち ごの
販売価格 を維持 して いると考 え られ る｡そ し
て､安定 した収入 が見込 めるとい うことが､
いち ごが国内で も生産 され続 けて いる要因の
一つだろう｡
栃 木県 に 目を移す と､まず特徴 的なのは出
荷先 の大半が京浜地 域 を中心 とした関東地方
の卸売市場 だ とい う ことであるO他 のいち ご
産地 が様 々な地域 にいち ごを出荷 して いるの
に対 して､関東地方 に位置す る栃木県 はいち
ごの大消費地 に近 い とい う立地 的な好 条件が
あるため に､輸送 費 のかか らな い関東地方 の
卸売市場 に出荷す るのが ほ とん どで あ るO輸
送費がかか らな い ことが卸 売市場で の価格形
成 に有利 に働 いて い るのは間違 いな い｡また､
関東地方以外 は冬 季 にお けるいち ご生産が不
可能で あ り､そ のた め に輸送 コス トを上乗せ
して も有利 に販売す る ことがで きる東北地方
にのみ出荷 して いる という点 も興 味深 い｡栃
木県 の出荷体 制 は他 の産地 と比べて合理的で
ある といえるだ ろ う｡
また JA 全農 とちぎ と栃木県 が はっき りと
した役割分担 を しなが ら､栃木県独 自の方法
を用 いて ｢栃 木 の いち ご｣ としてのブ ラン ド
を確立 し､更 な るいち ご生産 の発展 を 目指 し
て いる とい うことも特徴 と して挙 げ られ る｡
JAの活動では系統 出荷販売額の 5%を全農家
か ら拠 出させ､栃木 のいち ごの宣伝活 動 に使
用す る制度 が特徴 的で ある｡またパ ッくん グ
ランデや コンテナ出荷な ど流通面で の工夫 も
されて いるO県 が主体 とな って いる活動 の中
で は､徹底 した苗 の管理 システム と新 品種 の
開発 が重要で あるO前述 したよ うに､農家 に
毎年 の笛の更 新 を義務付 け､栃 木県 の指定 し
た雷 のみ を栽培 に使 わせ る ことで､収量 の低
下や病気 の発 生 によ るイ メー ジの低下 を防 ぐ
仕組みは､他 のいち ご産地 には見 られな い特
徴的な もので ある｡ また食味の面だ けで はな
く､促成栽培 へ の適応や収量が多い といった
生産 面での改 良 まで も目指 して 開発 された女
峰や とちお とめ といった栃木県 オ リジナル品
種が ､栃木県 のいち ご生産 の成功を支 えて い
るのは間違 いな いO さ らには四季生 り品種 の
資 本 と 地 域
開発 も進 め られ て お り､今 後 も更 な る品種 が
開発 され る ことが期 待 され て いる ｡
こ こに示 した よ う に､ 国 内 の需要 が ほぼ全
て 国産 いち ごで満 た され る とい う特 殊 な市場
構造 を持 ち ､手作 業 が 多 いた め に販 売単価 が
高 い とい う特 徴 を持 つ いち ご生産 にお いて ､
大 消 費地 に集 中 して 出荷 す る とい う合 理 的 な
流通 形態 を と り､JAと県 が一体 とな って独 自
の方 法 を用 いなが ら ｢栃 木 の いち ご｣ をブ ラ
ン ドと して 売 り出 して い る とい うことが ､栃
木県 が いち ご生産 日本 一 で あ る ことの理 由で
あ るよ うに思 われ る｡ 確 か に高齢化 や新規参
入 者 の 問題 ､再 生産 価 格 の実現 な ど課題 も残
され て い る｡ しか しなが ら作 業 の機 械 化 や分
業化 によ る労 働時 間 の短 縮 ､ 四季生 り品種 の
開発 な どが うま くい け ば､ こう した課題 の解
決 も可能 で あ り､今 後 ます ます栃木 県 の いち
ご生産 は発 展 して行 くので はな いだ ろ うか｡
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